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経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
庁
と
一
般
財
団
法
人
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
は
一

月
三
十
日
、
江
東
区
の
東
京

ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ�
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
国
際
省
エ

ネ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し

た
。
「
ア
ジ
ア
に
お
け
る
省

東
日
本
大
震
災
以
降
、
電

力
の
供
給
力
が
低
下
す
る
中

で
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
構
造
の

早
期
安
定
化
と
徹
底
し
た
省

エ
ネ
社
会
の
実
現
が
強
く
求

め
ら
れ
て
い
る
。
と
く
に
業

務
・
家
庭
部
門
で
消
費
さ
れ

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
最
終
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
量
の
約
三
分
の

一
を
占
め
て
お
り
、
住
宅
・

建
築
物
の
省
エ
ネ
基
準
適
合

義
務
化
が
急
務
の
課
題
と
な

っ
て
い
る
。

エ
ネ
基
準
・
ラ
ベ
リ
ン
グ
政

策
の
調
和
と
国
際
協
力
の
現

状
」
を
テ
ー
マ
に
家
庭
部
門

の
省
エ
ネ
推
進
へ
活
発
な
情

報
交
換
を
繰
り
広
げ
た
。

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
は
経
済

共
同
体
の
構
築
へ
交
易
の
円

滑
化
や
広
域
的
な
イ
ン
フ
ラ

こ
の
た
め
国
土
交
通
省
は

昨
年
十
月
に
省
エ
ネ
対
策
の

推
進
策
に
つ
い
て
社
整
審
に

諮
問
。
こ
れ
を
受
け
て
社
整

審
は
建
築
分
科
会
（
分
科
会

長
・
久
保
哲
夫
東
京
大
学
名

誉
教
授
）
と
建
築
環
境
部
会

（
部
会
長
・
深
尾
精
一
首
都

大
学
東
京
名
誉
教
授
）
で
審

議
を
重
ね
て
き
た
。

答
申
に
よ
る
と
、
段
階
的

な
基
準
適
合
義
務
化
は
ま
ず

新
築
の
大
規
模
非
住
宅
建
築

整
備
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

こ
れ
に
伴
い
省
エ
ネ
対
策
も

日
本
を
は
じ
め
諸
外
国
と
の

協
働
で
推
進
し
て
い
る
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
行
政

・
業
界
関
係
者
な
ど
約
百
名

が
参
加
。
貴
田
仁
郎
資
源
エ

ネ
ル
ギ
ー
庁
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

物
か
ら
適
用
す
る
。
審
査
体

制
は
民
間
機
関
を
活
用
す
る

考
え
だ
。

義
務
化
対
象
範
囲
の
拡
大

に
際
し
て
は
中
規
模
建
築
物

に
対
す
る
指
導
強
化
や
執
行

体
制
の
充
実
、
設
計
者
・
工

務
店
の
負
担
軽
減
な
ど
を
行

う
。
住
宅
の
義
務
化
は
建
築

主
に
消
費
者
が
含
ま
れ
る
こ

と
や
中
小
工
務
店
・
大
工
の

対
応
状
況
、
審
査
体
制
な
ど

を
総
合
的
に
考
慮
し
、
義
務

・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
政
策
課

国
際
室
長
が
冒
頭
あ
い
さ
つ

に
立
ち
「
中
長
期
的
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
需
給
の
逼
迫
だ
け
で

な
く
、
気
候
変
動
の
観
点
か

ら
も
省
エ
ネ
の
重
要
性
は
ま

す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る
。
本

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
各
国
が
情

化
の
時
期
、
手
法
、
基
準
の

内
容
を
検
討
す
る
。
と
く
に

小
規
模
建
築
物
の
義
務
化
に

中
央
環
境
審
議
会
地
球
環

境
部
会
二
〇
二
〇
年
以
降
の

地
球
温
暖
化
対
策
検
討
小
委

員
会
（
委
員
長
・
浅
野
直
人

福
岡
大
学
法
科
大
学
院
特
任

教
授
）
と
産
業
構
造
審
議
会

産
業
技
術
環
境
分
科
会
地
球

環
境
小
委
員
会
約
束
草
案
検

報
を
共
有
し
、
今
後
の
取
り

組
み
に
反
映
す
る
こ
と
を
期

待
す
る
」
と
述
べ
た
。

二
部
構
成
の
セ
ッ
シ
ョ
ン

つ
い
て
は
資
格
者
の
関
与
に

よ
る
手
続
き
の
合
理
化
や
建

築
主
の
特
性
に
応
じ
た
規
制

の
あ
り
方
に
配
慮
す
る
。

一
方
、
既
存
建
築
物
へ
の

対
応
で
は
増
改
築
時
届
出
の

際
の
指
導
強
化
や
改
修
工
事

の
届
出
対
象
の
合
理
化
に
努

め
る
と
と
も
に
、
負
担
軽
減

の
観
点
か
ら
維
持
保
全
状
況

に
関
す
る
定
期
報
告
を
廃
止

す
る
。

新
築
時
の
高
度
な
省
エ
ネ

対
応
の
誘
導
策
で
は
認
定
・

支
援
の
仕
組
み
づ
く
り
や
環

境
性
能
の
評
価
・
表
示
制
度

の
普
及
・
活
用
を
促
進
す

る
。
こ
れ
に
伴
い
Ｚ
Ｅ
Ｈ
、

Ｚ
Ｅ
Ｂ
、
Ｌ
Ｃ
Ｃ
Ｍ
住
宅
な

討
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

（
座
長
・
山
地
憲
治
地
球
環

境
産
業
技
術
研
究
機
構
理
事

・
研
究
所
長
）
は
一
月
二
十

三
日
、
東
京
・
千
代
田
区
の

Ｔ
Ｋ
Ｐ
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
永

田
町
で
第
四
回
合
同
会
合
を

開
催
し
た
。
席
上
、
経
済
産

で
は
大
國
浩
太
郎
同
セ
ン
タ

ー
家
庭
・
人
材
総
括
部
長
と

海
原
誠
一
般
社
団
法
人
日
本

冷
凍
空
調
工
業
会
参
事
・
Ｉ

Ｓ�
Ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｋ
エ
ア
コ

ン
省
エ
ネ
普
及
Ｗ
Ｇ
主
査
が

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
に
お
け
る

省
エ
ネ
ラ
ベ
リ
ン
グ
制
度
の

調
和
に
向
け
た
日
本
の
協
力

に
つ
い
て
講
演
。
ま
た
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
タ
イ
、
ベ
ト

ナ
ム
が
省
エ
ネ
対
策
の
進
捗

状
況
と
課
題
を
紹
介
し
た
。

ど
高
度
な
省
エ
ネ
対
応
の
普

及
・
定
着
を
め
ざ
す
。

既
存
建
築
物
に
つ
い
て
は

段
階
的
・
計
画
的
な
改
修
に

よ
る
性
能
向
上
を
促
進
す
る

た
め
、
外
皮
の
修
繕
や
設
備

の
交
換
な
ど
適
切
な
改
修
を

認
定
・
支
援
す
る
仕
組
み
を

整
備
す
る
。
ま
た
ス
マ
ー
ト

ウ
ェ
ル
ネ
ス
住
宅
の
普
及
や

運
用
段
階
に
お
け
る
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
適
正
化
支
援
、
省

エ
ネ
行
動
の
活
性
化
な
ど
に

努
め
て
い
く
。

街
区
・
ま
ち
づ
く
り
レ
ベ

ル
で
は
低
炭
素
法
に
基
づ
く

総
合
的
な
取
り
組
み
を
通
じ

て
集
約
型
都
市
構
造
へ
の
転

換
を
促
進
す
る
。

業
省
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
構

造
の
将
来
像
を
検
討
す
る
有

識
者
小
委
員
会
を
新
設
す
る

方
針
を
明
ら
か
に
し
た
。

当
日
の
合
同
会
合
で
は
経

産
省
、
環
境
省
、
農
林
水
産

省
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
対
策

な
ど
を
報
告
し
た
。
こ
の
う

ち
経
産
省
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
基

本
計
画
に
基
づ
き
現
実
的
で

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
需
給
構
造
の
将
来
像
を

検
討
す
る
た
め
、
新
た
に
総

合
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会

基
本
政
策
分
科
会
に
「
長
期

エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
見
通
し
小

委
員
会
」
を
設
置
す
る
。
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社
会
資
本
整
備
審
議
会
（
会
長
・
福
岡
捷
二
中
央
大
学
研
究
開
発
機
構
教
授
）
は
一
月
二
十
九
日
、
今
後
の
住

宅
・
建
築
物
の
省
エ
ネ
対
策
の
あ
り
方
に
関
す
る
第
一
次
答
申
を
ま
と
め
た
。
二
○
二
○
年
の
省
エ
ネ
基
準
適
合

義
務
化
に
向
け
て
大
規
模
非
住
宅
建
築
物
を
皮
切
り
に
規
制
と
誘
導
の
両
面
か
ら
段
階
的
に
導
入
し
て
い
く
。
新

た
に
新
築
時
に
お
け
る
高
度
な
省
エ
ネ
対
応
の
認
定
・
支
援
制
度
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
外
皮
の
修
繕
や
設
備

の
交
換
な
ど
適
切
な
改
修
を
認
定
・
支
援
す
る
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
方
針
だ
。
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第４回合同会合で報告

各国が現状と課題を説明


